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●
国
際
事
業
展
開
の
経
緯
と
目
的

│
│
な
ぜ
関
西
電
力
が
国
際
事
業
な
の
か
？

　

省
エ
ネ
の
進
展
、
企
業
の
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
、

人
口
減
少
な
ど
、
国
内
電
力
需
要
の
先
行
き
が
不
透
明

さ
を
増
す
な
か
、
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
東
南
ア
ジ

ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
中
東
な
ど
新
興
国
の
電
力
需
要

が
急
速
に
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
電
力
会
社
に
と
っ
て

大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
。
豊
富
で
質
の
高
い
電
力

を
安
く
安
定
的
に
お
届
け
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
核

は
万
国
共
通
で
あ
り
、
我
々
が
世
界
に
出
て
行
く
価
値

が
あ
る
。
そ
う
考
え
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
国
際
事
業

の
検
討
を
進
め
、
チ
ャ
ン
ス
を
窺
っ
て
き
た
。

│
│
狙
い
や
目
的
は
？

　

一
つ
は
経
営
資
源
の
活
用
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。
国

内
で
培
っ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
で
生
か
す
と
と

も
に
、
海
外
で
の
経
験
を
国
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
、
双
方
向
の
事
業
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
加
え
て
、

相
手
国
の
電
力
安
定
供
給
へ
の
貢
献
と
地
球
環
境
問
題

解
決
へ
の
貢
献
。
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ー
ス
に
は
将
来
に
わ

た
る
安
定
し
た
収
益
確
保
と
い
う
目
的
が
あ
る
。

●
実
績
と
こ
だ
わ
り

│
│
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
実
績
が
あ
る
の
か
？

　

関
西
電
力
の
国
際
事
業
第
一
号
は
、
九
八
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
ン
ロ
ケ
多
目
的
ダ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
日
本
の
電
力
会
社
初
の
海
外
発
電
事
業

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業＊

）
へ
の
参
画
で
も
あ
っ
た
。

現
地
の
貴
重
な
ピ
ー
ク
電
源
と
し
て
極
め
て
安
定
し
た

運
転
を
行
っ
て
お
り
、
収
益
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

ま
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
も
、
将
来
的
に
Ｉ
Ｐ

Ｐ
事
業
に
つ
な
が
り
収
益
を
確
保
で
き
そ
う
な
案
件
を

精
査
し
、
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア

を
中
心
に
火
力
、
水
力
、
送
配
電
分
野
な
ど
幅
広
く
実

施
し
、
約
七
〇
件
の
実
績
が
あ
る
。
近
年
は
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
関
連
技
術
や
系
統
の
安
定
運
用
、
既
設
発
電

所
の
効
率
運
用
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
も
増
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
国
際
協
力
・
貢
献
活
動
。
世

界
の
主
要
電
力
会
社
で
構
成
す
る
Ｇ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（Global 

Sustainable Electricity Partnership

）
に
参
加
し

て
お
り
、
電
気
事
業
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に

国際事業、
狙いと課題は？
「地域密着のドメスティックな企業」と思われがちな電力会社だが、
実は、国際事業展開も積極的に行っている。
その狙いや成果、今後の課題は？
関西電力の国際事業の責任者に訊いた。

湯川英彦 関西電力 常務執行役員

つ
い
て
検
討
・
協
力
、
情
報
発
信
・
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
。
日
本
の
電
力
会
社
と
し
て
原
子
力
の
安
全
対

策
や
重
要
性
な
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
で
世
界
に
向
け
発
信
し

て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ー
タ
ン
の
マ
イ
ク
ロ
水
力
開
発
、

ツ
バ
ル
で
の
太
陽
光
発
電
所
建
設
な
ど
、
途
上
国
で
の

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
実
践
に
お
い
て
も
貢

献
し
て
い
る
。

＊
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
：
卸
発
電
事
業
（Independent P

ow
er P
roducer

）。
現
地

電
力
会
社
な
ど
へ
の
電
力
卸
売
り
等
を
主
と
し
た
発
電
事
業
。

│
│
メ
イ
ン
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
は
一
五
年
で
一
〇
〇
万
ｋＷ

を
超
え
る
規
模
に
な
っ
た
と
？ 

　

商
社
な
ど
に
比
べ
る
と
決
し
て
大
規
模
と
は
言
え
な

い
が
、
実
は
我
々
な
り
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

　

単
に
儲
け
れ
ば
い
い
と
か
、
投
資
と
し
て
企
業
買
収

を
行
い
配
当
を
じ
っ
と
腕
組
み
し
て
待
つ
よ
う
な
や
り

方
は
し
た
く
な
い
。「
マ
イ
・
プ
ラ
ン
ト
」
で
の
事
業

│
│
自
分
た
ち
で
汗
を
か
い
て
進
め
る
ス
タ
イ
ル
を
貫

い
て
い
る
。
発
電
所
建
設
か
ら
運
転
保
守
、
業
務
改
善

に
至
る
ま
で
、
関
西
電
力
が
参
画
す
る
こ
と
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
価
値
が
高
ま
る
よ
う
、
我
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

現
地
に
持
ち
込
み
、
現
地
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
現
地
に

根
づ
か
せ
て
事
業
を
行
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
事
業
を
通

じ
て
自
分
た
ち
が
成
長
で
き
る
構
図
が
描
け
る
と
考
え

て
い
る
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
裏

│
│
で
は
案
件
発
掘
か
ら
自
前
で
行
う
と
？ 

　

も
ち
ろ
ん
商
社
や
銀
行
な
ど
か
ら
紹
介
い
た
だ
い
た

海外IPP事業
　

以
来
、
国
内
外
の
事
業
者
と
共
同
出
資
で
進
め
る
Ｉ

Ｐ
Ｐ
事
業
は
、
関
西
電
力
の
国
際
事
業
の
柱
と
し
て
着

実
に
拡
大
し
て
い
る
。
現
在
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、

台
湾
（
二
件
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

と
五
カ
国
六
件
の
事
業
を
展
開
。
当
初
約
二
・
六
万
ｋＷ

だ
っ
た
持
分
容
量
は
、
こ
の
一
五
年
で
約
一
一
一
万
ｋＷ

に
増
加
し
、
出
資
先
か
ら
の
配
当
収
入
は
二
〇
一
二
年

は
約
五
〇
億
円
。
当
面
の
間
、
同
程
度
の
配
当
が
得
ら

れ
る
見
込
み
だ
。
特
に
、
サ
ン
ロ
ケ
水
力
は
こ
れ
ま
で

フィリピン サンロケ水力

2013年6月のGSEPワシントンサミット（中央右：元・米大統領ビル・クリントン氏、中央左：関西電力会長 森詳介）

件名 国名 概要 出資割合 設備容量
（万ｋＷ）

サンロケ水力 フィリピン ダム式水力発電所 50% 34.5

ロジャナ火力 タイ ガスコンバインドサイクル
コージェネレーション発電所 39% 28.1

名間水力 台湾 流込式水力発電所 26% 1.7

国光火力 台湾 ガスコンバインドサイクル発電所 20% 48.0

セノコ火力 シンガポール ガスコンバインドサイクル発電所
石油火力発電所 15% 330.0

ブルーウォーターズ
火力 オーストラリア 石炭火力発電所 50% 45.9

合計
（出資割合分 合計）

488.2
（110.7）

り
、
入
札
に
参
画
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
コ
ン
サ
ル

か
ら
入
っ
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
に
つ
な
ぐ
自
主
開
発
案
件
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
例
え
ば
現
在
開
発
中
の
ラ

オ
ス
の
ナ
ム
ニ
ア
ッ
プ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ラ
ジ
ャ
マ
ン
ダ
ラ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

案
件
発
掘
か
ら
着
工
、
運
用
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
だ
。
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
水
力
開
発
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の
人
た
ち
で
あ
り
、
緊
張
も
す
る
が
、
お
互
い
に
目
的

を
共
有
し
、
わ
か
り
あ
え
た
と
き
の
達
成
感
は
大
き
い
。

　

具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
す
と
、
技
術
者

を
含
め
多
く
の
人
員
が
現
地
に
向
か
う
。
ほ
ぼ
す
べ
て

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
駐
在
員
な
り
長
期
出
張
者
を
派
遣

し
、
現
在
、
二
四
人
が
世
界
各
地
で
活
躍
中
。
彼
ら
は

現
地
事
業
会
社
の
一
員
と
し
て
開
発
段
階
か
ら
経
営
、

技
術
的
な
部
分
に
深
く
関
わ
り
、
日
本
と
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
現
地
に
お
け
る
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
づ
く
り
の
面
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
へ
の
貢
献
度

は
高
い
。

│
│
自
主
開
発
案
件
な
ら
で
は
の
苦
労
も
あ
る
？

　

日
本
一
の
堤
高
を
誇
る
黒
部
ダ
ム
と
同
規
模
で
一
〇

倍
の
貯
水
容
量
を
持
つ
ダ
ム
建
設
│
│
我
々
が
「
第
二

技
術
支
援
や
電
力
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
発
電
事
業
へ
の
発
展
の
可
能
性

を
模
索
し
て
い
る
。

│
│
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
？ 

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
は
契
約
が
非
常
に
重
要
だ
。
相
手
国

の
政
府
や
銀
行
、
電
気
の
売
り
先
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

関
係
者
と
交
渉
を
重
ね
、
そ
の
内
容
や
各
種
条
件
を
契

約
に
落
と
し
込
む
。
そ
れ
に
は
、
言
葉
だ
け
で
な
く
価

値
観
、
文
化
も
違
う
人
た
ち
と
の
度
重
な
る
交
渉
や
調

整
が
必
要
に
な
る
。
私
自
身
、
相
手
国
の
大
臣
と
対
等

に
や
り
合
う
経
験
を
何
度
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
普
段

日
本
の
電
気
事
業
で
は
お
つ
き
あ
い
で
き
な
い
レ
ベ
ル

着
手
し
、
発
電
設
備
を
す
べ
て
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
し
て
、

順
次
運
転
を
再
開
。
工
業
団
地
内
の
企
業
へ
の
電
力
・

熱
供
給
、
タ
イ
電
力
公
社
へ
の
売
電
も
、
ほ
ぼ
洪
水
前

の
状
況
に
復
旧
し
て
い
る
。
併
せ
て
主
要
設
備
の
嵩
上

げ
に
加
え
、
工
業
団
地
を
囲
む
防
水
堤
を
高
く
す
る
な

ど
再
発
防
止
策
も
講
じ
た
。

　

リ
ス
ク
対
策
と
し
て
は
、
設
備
の
損
傷
と
発
電
所
停

止
中
の
事
業
損
失
に
対
し
て
保
険
を
か
け
て
お
り
、
保

険
会
社
と
協
議
を
重
ね
、
洪
水
に
よ
る
損
失
は
ほ
ぼ
す

べ
て
保
険
で
カ
バ
ー
で
き
た
。
改
め
て
、
海
外
事
業
に2011年 タイ ロジャナ工業団地の洪水

は
保
険
が
い
か
に
大
事
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

●
関
西
電
力
の
強
み
、
学
ぶ
べ
き
点

│
│
国
際
事
業
展
開
に
お
け
る
関
西
電
力
の
強
み
は
？

　

強
み
は
、
国
内
電
気
事
業
で
培
っ
た
技
術
力
を
ベ
ー

ス
に
し
た
安
定
供
給
へ
の
貢
献
だ
。
特
に
水
力
開
発
は

固
有
技
術
と
い
っ
て
よ
く
、
水
力
発
電
所
の
設
計
や
施

工
管
理
は
自
前
で
で
き
る
。
こ
れ
は
商
社
等
が
持
ち
合

わ
せ
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。
ま
た
運
転
開
始
後
の
設
備
の

保
守
・
運
用
面
に
お
い
て
も
、
現
地
技
術
者
に
対
し
将

来
の
水
車
や
発
電
機
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
に
向
け
た
実

務
研
修
等
を
提
供
し
て
い
る
。
火
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
も
、
レ
イ
ア
ウ
ト
設
計
、
高
効
率
運
転
な
ど
で
当
社

の
技
術
力
を
生
か
せ
る
部
分
は
多
い
。

　

も
う
一
つ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
。
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
サ
ン
ロ
ケ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
住
民
移
転
が
必

要
と
な
っ
た
が
、
移
転
に
関
わ
る
生
計
支
援
と
し
て
マ

イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
小
口
融
資
）
等
の
活
動
を

実
施
し
て
お
り
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

│
│
一
方
で
学
ぶ
べ
き
点
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
？

　

現
地
で
は
関
西
電
力
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

を
発
揮
す
る
と
同
時
に
、
実
務
面
で
鍛
え
ら
れ
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
実
際
に
電
力
競
争
市
場
で
の

取
引
に
参
加
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
ア
ン
シ
ラ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス＊

を
提
供
し
、
自
由
化
市
場
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

知
見
と
経
験
を
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
で
の

電
力
事
業
の
変
革
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

を
含
め
ほ
ぼ
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
進
め
て
い
る
。

日
本
の
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
は
ラ
オ
ス
側
も
わ
か
っ
て

い
る
が
、
低
価
格
を
武
器
に
中
国
勢
や
韓
国
勢
が
乗
り

出
し
て
き
て
い
る
。
今
後
五
〇
年
一
〇
〇
年
動
か
し

て
い
く
水
力
発
電
所
は
品
質
が
一
番
と
い
う
こ
と
を
、

一
〇
〇
年
後
で
な
く
今
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
を
理

解
し
て
も
ら
う
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

関
西
電
力
の
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
リ
ス
ク
へ
の
対
応
・
対
策

│
│
日
本
と
異
な
り
海
外
で
は
思
い
が
け
な
い
リ
ス
ク

に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
？

　

海
外
派
遣
は
長
期
に
わ
た
る
た
め
、
衣
食
住
の
環
境

整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
確
保
に
も
留
意
し
、
日
本
大

使
館
や
国
際
的
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
る
最
新

の
危
険
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
。
問
題
が
起
き
た

際
に
は
、
避
難
や
一
時
帰
国
等
の
適
切
な
対
応
が
取
れ

る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

実
際
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
遭
遇

し
た
。
最
近
で
は
一
一
年
の
タ
イ
の
洪
水
。
ロ
ジ
ャ
ナ

火
力
発
電
所
は
日
本
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
ロ

ジ
ャ
ナ
工
業
団
地
内
に
あ
り
、
高
品
質
で
安
定
し
た
電

力
を
供
給
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
発

電
機
な
ど
す
べ
て
水
没
。
こ
れ
を
受
け
、
現
地
駐
在
者

の
安
全
確
保
を
第
一
に
、
株
主
と
し
て
の
支
援
体
制
を

直
ち
に
確
立
し
た
が
、
我
々
が
現
地
を
訪
れ
た
と
き
は
、

発
電
所
に
は
ボ
ー
ト
で
し
か
近
づ
け
な
い
状
態
だ
っ
た
。

　

工
業
団
地
内
の
排
水
完
了
後
、
直
ち
に
復
旧
作
業
に

上／ラオス ナムニアップ水力 ダムサイトへの道路改良工事の状況
中／移転村の子供たち　下／パイロットプラントの水田

の
黒
部
建
設
」
と
い
う
意
気
込
み
で
取
り
組
ん
で
い
る

ラ
オ
ス
・
ナ
ム
ニ
ア
ッ
プ
水
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

ダ
ム
建
設
に
あ
た
り
約
五
三
〇
世
帯
、
約
三
六
〇
〇
人

の
移
転
が
必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
も
と
も
と

焼
畑
農
業
を
営
む
モ
ン
族
と
い
う
少
数
民
族
の
村
が
中

心
だ
が
、
生
活
基
盤
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
村
の
結
束

を
壊
さ
な
い
よ
う
、
移
転
方
策
を
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
安
心
し
て
移
転
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

移
転
先
で
学
校
を
建
設
し
た
り
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
設

置
、
水
稲
耕
作
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
や
カ
エ
ル
養

殖
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
の
古
着
の
寄
贈

な
ど
も
行
い
、
住
民
と
の
良
好
な
関
係
構
築
に
努
め
て

い
る
。

　

も
う
一
つ
、
こ
こ
で
の
苦
労
は
外
国
勢
と
の
競
争
。

実
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
建
設
や
発
電
機
等
の
設
備

インドネシア ラジャマンダラ水力関係者との交渉・調整
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上
の
無
電
化
村
だ
っ
た
が
、
初
め
て
送
電
し
た
と
き
山

際
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
灯
り
が
点
り
、
電

気
事
業
の
素
晴
ら
し
さ
に
改
め
て
感
激
し
た
。
そ
れ
が

関
西
電
力
に
戻
っ
て
国
際
事
業
に
携
わ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
機
会
や
経
験
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

関
西
電
力
社
員
の
自
覚
を
促
し
、
底
力
を
お
見
せ
し
た

い
。
そ
し
て
一
〇
年
後
に
は
「
国
際
事
業
と
い
え
ば
関

西
電
力
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
み
な
さ
ん
に
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
挑
戦
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
い
に
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

＊
ア
ン
シ
ラ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
：
送
電
・
配
電
系
統
側
の
周
波
数
制
御
や
電
圧
制
御
、

ま
た
各
種
系
統
や
発
電
所
故
障
時
に
対
処
す
る
た
め
の
予
備
電
力
確
保
と
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
コ
ス
ト
の
総
称
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

│
│
国
際
事
業
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
課
題
は
？

　

現
在
、
当
社
は
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
、

国
際
事
業
を
無
制
限
に
拡
大
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

だ
か
ら
リ
タ
ー
ン
が
確
実
で
リ
ス
ク
が
少
な
い
案
件
を

厳
選
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）
『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
「きょうは日米中の鼎談ですが、まずこれを日本語でさせていただける
ことに対し、お二人に深く感謝いたします（笑）」。吉崎達彦さんの
前口上に、ロバート･フェルドマンさん、朱建榮さんの笑いが重なり、ス
タートした鼎談──今号は「世界の中で考える、日本の成長戦略と
エネルギー」をテーマに、「鼎談」ではアメリカ・中国の論客を迎えて
議論いただくとともに、｢オピニオン｣ではフランスから来日中の識者
を含め5人の方 に々提言をいただきました。加えて「世界はいま」で
は、ウィーンから来日中のIAEA(国際原子力機関)の事務次長に世
界の原子力安全について話を聞きました。
また「エコルーツ紀行」では宇宙から地下へ──川口淳一郎さんと
岐阜県瑞浪を訪れ、深度300ｍの深地下で進められている放射性
廃棄物の地層処分研究の一端に触れました。
関西電力にとって、地下はもちろん世界も極めて身近な存在です。
燃料調達だけでなく、実は国際事業も積極的に展開。「かんでん
FOCUS」では、ドメスティックと思われがちな関西電力の知られざる
一面を責任者に語ってもらいました。
7月。エアコンから団扇・扇風機へ、風物詩が回帰する夏。今号か
らの新コラム「でんきSTORY」で江口ともみさんが指摘されたよう
に、回帰できればそれもいいけど、できないものもあることに気づきた
い。違う国、違う視点、違う立場を受け止めて、日本再興へのより良
い解を探したい。そう願いつつ、手強い夏の始まりに、新しい『躍』
をお届けします。

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／渡辺俊一
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

＊今号の取材は2013年5月30日までに実施したものです。

　

も
う
一
つ
は
人
材
育
成
。
こ
れ
ま
で
国
際
事
業
に
特

化
し
て
経
験
を
積
む
社
員
は
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

今
後
、
事
業
を
拡
大
す
る
と
な
れ
ば
裾
野
を
拡
げ
る
必

要
が
あ
る
。
技
術
力
を
持
ち
、
国
際
事
業
の
セ
ン
ス
を

持
つ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
な
い
と
い
け
な
い
。
一

方
で
、
国
際
事
業
で
の
経
験
を
本
業
に
生
か
す
と
い
う

観
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
国
際
室
だ
け
で

で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
全
社
を
あ
げ
て
各
部
門
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
│
│
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
は
？

　
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
Ｐ
О
Ｗ
Ｅ
Ｒ
を
世
界
へ
。
世
界

の
元
気
を
関
西
に
」。
こ
れ
が
我
々
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
り
、
こ
う
謳
う
以
上
は
関
西
企
業
、
日
本
企
業
と
一

緒
に
海
外
進
出
を
め
ざ
し
、
タ
イ
の
ロ
ジ
ャ
ナ
の
よ
う

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
も
っ
と
拡
大
し
た
い
。
海
外
展

開
す
る
企
業
と
一
緒
に
な
っ
て
我
々
も
進
出
し
、
海
外

で
も
高
品
質
で
安
定
的
か
つ
低
コ
ス
ト
な
電
力
を
提
供

す
る
こ
と
で
関
西
電
力
が
お
役
に
立
つ
。
そ
う
い
う
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。

　

実
は
関
西
電
力
に
は
海
外
で
も
通
用
す
る
人
材
が
多

数
揃
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
社
員
自
身
が
社
内
で
し

か
通
用
し
な
い
と
自
縛
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
は
以
前
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
出
向
し
て
い
た
と

き
、
ネ
パ
ー
ル
の
水
力
発
電
事
業
に
携
わ
っ
た
。
山
の

シンガポール セノコ火力発電所
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